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である light-addressable potentiometric sensor を取り付けたプローブを開発し，これを用いた pH
測定や神経電位測定が可能であることを実証した。これは，脳深部イメージング用の埋め込み可能
でラベルフリーな顕微観察デバイスの開発につながる成果である。 
第 5 章は結論であり，得られた成果をまとめている。 
以上要するに本論文は，熱延伸プロセスおよび電界効果型センサを活用することにより，フレキ
シブルで生体適合性のある多機能神経プローブを実現できることを実証したものであり，神経科学
ならびに生体医用センサ工学の発展に寄与するところが少なくない。 
よって，本論文は博士(医工学)の学位論文として合格と認める。 
 
